
(モデル運用様式第1号)

経営体→地域協議会 提出期限：６月１９日（金）

市町村名

経営体名

〒

経営面積 ㎡ ㎡

　※下記技術に取り組む面積を記入して下さい

【以下（１）～（３）全てを満たすことが必須条件です】 チェック

個別経営体　　２０ｈ
ａ
生産組織　　　 ５０ｈ
ａ
個別経営体　　１３ｈ
ａ
生産組織　　　 ３２ｈ
ａ

【本年度に実践する革新的技術を選択して下さい】

技術の名称 チェック

大豆の狭畦無中耕無培土
栽培技術

野菜の省力栽培技術

麦・大豆の作期競合回避技
術

休閑緑肥の導入

耕起・施肥・播種同時作業
機の導入

汎用収穫機の利用技術

※「モデル経営体」に指定されるためには、①～③の技術項目のうち、２項目以上各１技術以上実施する必要があります。

延べ技術実証面積
（予定）

代表者名
（法人・組織のみ）

旧町村名

ＴＥＬ

ＦＡＸ

「担い手経営革新モデルの実践事業」応募シート

技術の内容

住所

麦の施肥調節型肥料による生育中期の茎葉窒素濃度の安定化と葉色診断による適切な追肥
技術

技術項目

①労働力配分
　の合理化

②土地利用
　の合理化

○事業の趣旨を理解している

○Ｈ２３年に向けて、おおむね次の経営面積を目標としている

播性の高い小麦ｲﾜｲﾉﾀﾞｲﾁの播種後に晩生大豆ﾌｸﾕﾀｶを適期に収穫する技術

水稲の生育量並びに葉色診断（葉色板・ＳＰＡＤ）による適切な追肥技術

・平坦地

・中山間地

○上記目標水準の妥当性がある

○今後３年間、モデル経営体としての責務を果たせる

○現地検討会・成果発表会等を実施し、新技術や経営のポイント等について、地域へ普及する活動を実施できる

○毎年度、モデルとしての実績を報告することができる

水田輪作体系に地力増進作物を導入する技術

麦,大豆の降雨回避等適正条件下での播種等同時作業による出芽安定・省力化技術

稲、麦、大豆等の生産において、防除、施肥等の複数の作業を行える汎用作業機の導入技術

自走式の畦畔管理機の導入技術

複数の作物に利用可能な収穫機の導入による低コスト化技術

多目的管理作業機の導入

大豆の不耕起播種技術

麦の不耕起播種技術

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ種子の動噴等による水稲種子散播技術

専用播種機による不耕起乾田直播技術（Ｖ溝直播など）

小明渠作溝同時浅耕播種技術

ｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ等による水稲直播機（条播・点播）を用いた土壌中直播技術

小明渠作溝同時浅耕播種技術

耕うん同時畝立て播種技術

高度施肥管理技術

耕うん同時畝立て播種技術

③資本装備
　の効率化

○作業台帳を整理するなどし、労働時間や生産費等の経営に関するデータを確実に記録でき、経営状況等を公表できる。

大豆における中耕培土を省略する安定多収・省力化技術

（１）水田経営所得安定対策の加入者である

（２）米・麦・大豆のうち２作目以上に取り組んでいる

（３）以下の項目を満たす経営体である

播種機（定植機）による省力化技術

水稲直播栽培技術



(モデル運用様式第２号)

地域協議会→県協議会 提出期限：６月３０日（火）

地域担い手育成総合支援協議会

市町村名

経営体名

〒

経営面積 ㎡ ㎡

　※下記技術を取り組む面積を記入

【以下（１）～（３）全てを満たすことが必須条件】 チェック

個別経営体　　２０ｈａ

生産組織　　　 ５０ｈａ

個別経営体　　１３ｈａ

生産組織　　　 ３２ｈａ

【本年度に実践する革新的技術を選択】

技術の名称 チェック ポイント
難易度
（参考）

期待度
（参考）

大豆の狭畦無中耕無培土
栽培技術

5 2 3

7 3 4

7 3 4

7 3 4

7 3 4

5 2 3

6 3 3

6 3 3

野菜の省力栽培技術 7 2 5

6 1 5

7 2 5

麦・大豆の作期競合回避技
術

7 2 5

休閑緑肥の導入 6 2 4

耕起・施肥・播種同時作業
機の導入

8 3 5

6 2 4

5 2 3

汎用収穫機の利用技術 5 1 4

※「モデル経営体」となるためには、①～③の技術項目のうち、２項目以上各１技術以上実施する必要がある 技術ポイント　計 点

【選定にあたって地域協議会独自の考え方を加味することができる】　※３項目×（１～５）点まで選択可能

チェック ポイント

地域協議会独自ポイント　計 点

合計 点

旧町村名

代表者名
（法人・組織のみ）

ＴＥＬ

○Ｈ２３年に向けて、おおむね次の経営面積を目標としている

（３）以下の項目を満たす経営体である

播種機（定植機）による省力化技術

水稲直播栽培技術

水田輪作体系に地力増進作物を導入する技術

ＦＡＸ

延べ技術実証面積
（予定）

・平坦地

住所

小明渠作溝同時浅耕播種技術

ｶﾙﾊﾟｰｺｰﾃｨﾝｸﾞ等による水稲直播機（条播・点播）を用いた土壌中直播技術

麦の施肥調節型肥料による生育中期の茎葉窒素濃度の安定化と葉色診断による適切な追肥技
術

播性の高い小麦ｲﾜｲﾉﾀﾞｲﾁの播種後に晩生大豆ﾌｸﾕﾀｶを適期に収穫する技術

「担い手経営革新モデルの実践事業」点検シート

③資本装備
　の効率化

○作業台帳を整理するなどし、労働時間や生産費等の経営に関するデータを確実に記録でき、経営状況等を公表できる。

大豆における中耕培土を省略する安定多収・省力化技術

（１）水田経営所得安定対策の加入者である

（２）米・麦・大豆のうち２作目以上に取り組んでいる

技術の内容

①労働力配分
　の合理化

○毎年度、モデルとしての実績を報告することができる

技術項目

複数の作物に利用可能な収穫機の導入による低コスト化技術

多目的管理作業機の導入

大豆の不耕起播種技術

麦の不耕起播種技術

ｺｰﾃｨﾝｸﾞ種子の動噴等による水稲種子散播技術

専用播種機による不耕起乾田直播技術（Ｖ溝直播など）

例）　周辺地域への波及活動を実施できる

・中山間地

麦,大豆の降雨回避等適正条件下での播種等同時作業による出芽安定・省力化技術

稲、麦、大豆等の生産において、防除、施肥等の複数の作業を行える汎用作業機の導入技術

小明渠作溝同時浅耕播種技術

耕うん同時畝立て播種技術

水稲の生育量並びに葉色診断（葉色板・ＳＰＡＤ）による適切な追肥技術

○上記目標水準の妥当性がある

高度施肥管理技術

耕うん同時畝立て播種技術

備　　考

自走式の畦畔管理機の導入技術

取扱注意

○今後３年間、モデル経営体としての責務を果たせる

○現地検討会・成果発表会等を実施し、新技術や経営のポイント等について、地域へ普及する活動を実施できる

②土地利用
　の合理化

○事業の趣旨を理解している

　　　国・県・市の政策に積極的に取り組んでいる　　等

項　　　　目 内　　　　　　　　容

　　　経営発展の可能性が高い


